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CHRISTIANBOOKS & CDsシリーズ ・ 私の教会 シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

備えられていること

佐々木 潤
宗教センター事務職員

　ベッドタウンとして発展を続けなが
ら、緑豊かな環境に多くのファミリー
層に愛される街、柏。私が通っている
教会は、父が牧師を務める日本ルー
テル同胞教団の柏グローリーチャペ
ルです。
　ＪＲ柏駅から北西に５㎞、柏市内の
中心に位置する十余二（トヨフタ）と
いう場所にあります。住宅街の英会
話教室の一部屋から牧師家族だけ
でスタートした教会が、現在の場所に
移転して既に十数年が経ちました。
建物が何一つない広大な空き地だっ
た周囲には、次 と々商業施設が建ち
並び、多くの人が訪れ賑わう地域と
なりました。
　毎週日曜日朝１０時半から始まる
礼拝は、ピアノやドラム、ギターなどを
使うコンテンポラリー形式で行われて
います。「子供も大人と一緒に礼拝
する」という点が大きな特徴の礼拝
には、多くの方々が家族連れで参加
します。
　もう一つの特徴は、芸術活動が盛
んなことです。ゴスペルクワイアやフラ

ダンスなどのレッスンを日曜日の午後
に行っており、メンバーにはクリスチャ
ンでない方 も々多くおられます。大き
なイベントに出演する機会もあり、教
会内だけにとどまらず、地域との接点
となっています。
　倉庫だった建物を改築した会堂
を、初めて訪ねて来られた方は大抵
驚かれます。１Ｆのフェローシップホー
ルには暖炉があり、牧師家族がかつ
て住んでいたイギリスを思わせるカフ
ェ風のスペースになっています。教会
の暖かな雰囲気に引き寄せられ、通

りすがりの方がふらっと立ち寄ら
れることもあります。
  「居心地が良くて、いつまでも
帰りたくない教会」、疲れ切った
現代人のオアシスとなれる、そん
な教会を目指しつつ、地域の
方々にキリストの福音を伝えて
いけることができたらと思いま
す。ぜひ一度お立ち寄り下さい。

　「主はブドウの木、わたしは枝で
す……」2015年2月、子どもたちの
歌声が雪積もる森の中に響いた。
長野県黒姫高原で毎年もたれる
雪の学校キャンプファイヤーでのこ
とだ。笑顔で歌う子どもたちの顔を
見ながら、このキャンプが始まる直
前に知った後藤健二さん殺害の
ニュースを思い出していた。
　ジャーナリスト後藤健二さんは
｢戦争・紛争｣「難民｣「貧困｣「エイ
ズ｣「子どもの教育」の５つの人道
分野に視点を絞り、その中で生活
する子どもたちの姿を、日本の子ど
もたちに伝える事をライフワークに
されていた。『週刊こどもニュース』
『クローズアップ現代』『ETV特
集』などのTV番組に出演の他、
児童向けノンフィクションを執筆し
ている。この紙面では次の4作品を
紹介する。

1 『ダイヤモンドより平和がほしい』
　アフリカ西海岸にある国シエラ
レオネは有数のダイヤ
モンドの産地。だが世
界で一番平均寿命が
短い。原因の一つは
かつての内戦。子ども
たちまで銃を取らされ
た。なぜ子どもが戦う
ことになったのか、兵
士となった子どもたち
は社会復帰が出来る

のか、答えを求める旅で後藤さん
は二人の少年に会う。
2 『もしも学校に行けたら』
　タリバン崩壊直後のアフガニスタ
ンの国情を確かめようと後藤さんは
アフガニスタンに入る。本当に女子
教育は可能になったのか。マララさ
んがノーベル平和賞を受賞したこ
とは大きなニュースになったが、そ
の後の実際を取り上げるマスコミは
少ない。
3 『ルワンダの祈り』
　アフリカ・ルワンダでツチ族80万
人が虐殺されたのが1994年。その
後の復興を追う。後藤さんが出
会ったツチ族の女性国会議員は、
顔見知りの近所の人に、夫と長男
を殺された。ツチ族がフツ族を赦さ
なければこの国の発展は望めない
と彼女は理解しているが、自分の家
族を殺した人々を赦すと言えない
ギャップに苦しむ。
4 『エイズの村に生まれて』
　北欧に位置するエストニアにエイ

ズ感染率9割という村がある。なぜ
ヨーロッパでそのような事態になっ
たのか。日本の若者に同じような事
態を招く危険性はないかと問う。

　後藤健二さんは、日本基督教
団田園調布教会で受洗。玉川聖
学院の中学3年生に、自分で見て
きた世界のことを伝える授業を10
年にわたり行ってきた。
　今回紹介した本は子ども向けに
配慮した表現がされているが、そ
の実情は直視するのに覚悟が必
要だ。人間のエゴや悪意に満ちた
行動で悲しんでいる人が、世界に
も日本にも少なからずいる。大人と
してこれらの事実を子どもに伝え
るべきか悩む。
　しかし、後藤さんは子どもの純
粋さこそが解決の糸口と信じる。
世界を飛び回り、知り得たことを伝
えることに命をかけた。
  そして、一粒の麦として天に召さ
れたのだと、私は考える。
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　ウェスレー・ホール・ニュース第118号をお届けします。青山・相模原両キャンパスが
花で溢れるこの季節。特に樹に咲く花々は見上げることが多いからか、美しく、生命感
に満ち、勇気と力を授かる気がいたします。
　クリスマス・イースターと並び、教会の三大祝日と称されるペンテコステ。中等部では
毎日守る礼拝で話題にされたり、聖書の授業でふれたりします。１年生もだいぶ礼拝に
慣れてまいりました。

シリーズ地の塩、世の光

大学非常勤講師　初等部スクール・カウンセラー
臨床心理士

滝口のぞみ

　大学院の頃、「なぜ生きていかなければ
ならないの」「生まれて来たくなかった」と
嘆き、怒りをぶつけてくるクライエントに圧
倒されたとき、祖父が牧師だったこともあ
り、それまで意識していなかった聖書の言
葉や「生かされている意味がきっとあるは
ず」といった馴染みのある考えが浮かぶこ
とがよくありました。
　実は臨床心理の世界では、面接場面でそ
のように考えることは未熟であることを示
しています。臨床家の立場では、クライエン
トの言葉は、それほどの辛さや絶望を今経
験していることを伝えてくれているのだと
捉えるべきだからです。聖書の言葉は、ある
べき自己、ありたい自分を指し示す道標で
す。その理想自己とそれが出来ない現実の
自己の間で私たちは悩みます。
　早くは小学校高学年から大学生までの思
春期・青年期では、この葛藤こそが心理社会
的なテーマとなります。この揺れの時期の
停滞を「さなぎ」に例えた私に、「さなぎの中
身は実はどろどろなのを知ってますか」と苦
しさを教えてくれたクライエントがいまし
た。この時期は、幼虫から蝶に完全変態する
間のまさに「さなぎ」ですが、その変態には
内的衝動が伴い、相互作用の中にあるのに
殻で守られているわけでもありません。不
安がとても大きなものとなることは当然の
ことなのです。
　この時期のこころの問題には３つの要素
があります。友人関係や学習の問題、家族、
特に親との関係、そして身体的・精神的変化
です。これらは、精神的症状や友人関係の悩
み、学業不振として表れることがあり、不安

になればなるほど親との乳幼児期的な（基
本的な）葛藤が再現されます。これまでの親
との関係によって作られた価値基準を、同
世代のものに合わせることで、親と分離し自
己を形成しようとします。しかし友人も基準
も未だ不安定なので怖くなり、最も頼りた
い親からは見捨てられるように感じられて
不安と怒りを経験します。孤独感から危機
的な状態に陥ることもあります。
　もし、そのような不安を経験したら、とに
かくひとりで悩まずに、誰かに相談して欲し
いと思います。人に頼ってみることをむしろ
力だと思って欲しいのです。しかしその時支
えてくれるものは、相談した人以前の、実は
乳幼児期的な関係性です。これまで自分が
出会い、自分に呼びかけてくれた誰かとの
丁寧な関係が誰にでもきっとあるからで
す。それは多くは親かもしれない、親以外の
誰かかもしれません。それは、小さいときに
聞いた、神様の言葉かもしれません。そのこ
とを思い出して、人は自分が困ったときに必
ず他者は助けてくれるだろうともう一度信
じてみて下さい。自分は助けてもらえる価
値があるのだともう一度確信してみてくだ
さい。自分で解決したいけれど出来ない、人
を頼りたくないときでも、今は見えなくても
その誰かとの関係が、人に相談してみようと
いう力として支えてくれるのだと思います。
そして、困ったとき相談してくださるその人
の力に、少しずつ自分を見つけていかれる
過程に、そしてその人の新しい物語と輝き
に出会うとき、全ての人、全てのプロセスに
備えと意味があることに私が気づかされる
瞬間があります。

WESLEY
H A L L
N E W S

May18, 2015

The Salt  of the Earth, The Light  of the World / matt.5.13-14地の塩、世の光

ウェスレー・ホール・ニュース　第118号　2015年5月18日発行

各界 で活躍するクリスチャン

Japan Lutheran Brethren　Kashiwa Glory Chapel

海外キリスト教事情
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（中等部教諭　森田久美子）
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村上　一平

一所懸命と一生懸命

　私は今年の3月で70歳になりましたが、今母校
関西学院の大学院、文学研究科で日本の近現
代史を専攻している現役の院生です。
　3年前に44年間在籍したメーカーの役員を退
任した時、残る人生を10年と「仮置き」しました
（本当の私の余命は神がお決めになることです
が）。そしてその間に為残したと思われることを10
年かけてやってみようと思ったのです。
　そのような私が70年の人生を振り返って思うこ
とは、人生にはその時にしかできないことと、一生
かけて取り組むこととがあるということです。ところ
で皆さんは、「一所懸命」と「一生懸命」の違いを
ご存じですか。辞書では一生懸命は一所懸命の
転じた語で同義となっていますが、私はあえて別
に扱っています。
　「一所懸命」とは人生の折々に出会う命題、課
題に真剣に取り組むことと勝手に解釈しています。
私の例でいえば、仮置きした人生最後の10年をか
けて取り組んでいる大学院での研究は、私にとっ
て今しかできない期間限定の一所懸命の取り組
みなのです。青山学院の皆さんであれば、私とは
違った形での学問への新しい取り組み（与えられ
る学問ではない獲得する学問への取り組みと言っ
て良いかも知れません）、クラブ活動、各種ボラン
ティア活動等々、大学生の今しかできないことへの
取り組みや、更には卒業後の就職も同様です。

　その一方、人生には一生かけて取り組む命
題、課題もあります。その取り組み方を私は、「一
生懸命」と称しています。信仰や芸術、技術の練
磨等も含めた広義の学び等がそれに当たります
が、ここでは神への信仰について考えてみます。
　信仰は学問と違い、獲得するものではありませ
ん。我々が神によって生かされていることを自覚
し、それに感謝する時、神から与えられるものだと
私は思っています。そしてそのようにして与えられ
た信仰は、人生のある時期だけ持っていれば良
いものではなく、正に一生かけて強めていくものだ
と考えています。信仰によって我々は謙虚に人生
と向き合うことができ、人生の時々の課題を成り行
きではなく積極的に選択し、その目的に向かって
努力する力が与えられると考えます。
　ここでいう一所懸命と一生懸命には、共通して
いることがあります。それはいずれも手抜きせず、
必死に取り組むことが必要とされているということ
です。又この二つの課題は相反することはありま
せん。もし互いが相反するとすれば、往々にして
一所懸命になっている課題の選択に誤りがある
のです。更にもし優先順位を付ける必要が出た
時には、今いる環境の中で今しかできない「一所
懸命」のテーマを優先するべきです。
　私は神から与えられた信仰を堅持し、人生の
様々な場面で迫られる様々な選択に真正面から
真面目に精一杯の努力で対応する時、その結果
に後悔することはないと信じています。

ローマの信徒への手紙５章３～５節

苦難は忍耐を、忍耐は練達を、
練達は希望を生む。
5: 3-5 Romans

十余二（とよふた）

香取台バス停

ジョリーパスタ

至柏駅
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ジャーナリスト後藤健二さんの4著作 小林 寛
初等部教諭

いずれも汐文社刊

ヤマダ電機

クリナップ

ケーズ
デンキ

ネッツトヨタ

セブンイレブン

マックスバリュ

ゆたかこ ばやし

たき ぐち

1 2 3 4

あしあと

マーガレット・Ｆ・パワーズ

ある夜、わたしは夢を見た。わたしは、主とともに、なぎさを歩いていた。
暗い夜空に、これまでのわたしの人生が映し出された。どの光景にも、
砂の上にふたりのあしあとが残されていた。
ひとつはわたしのあしあと、もう一つは主のあしあとであった。

これまでの人生の最後の光景が映し出されたとき、わたしは、砂の上
のあしあとに目を留めた。そこには一つのあしあとしかなかった。
わたしの人生でいちばんつらく、悲しい時だった。

このことがいつもわたしの心を乱していたので、わたしはその悩みに
ついて主にお尋ねした。

「主よ。わたしがあなたに従うと決心したとき、あなたは、すべての道に
おいて、わたしとともに歩み、わたしと語り合ってくださると約束され
ました。それなのに、わたしの人生のいちばんつらい時、ひとりのあしあと
しかなかったのです。いちばんあなたを必要としたときに、あなたが、
なぜ、わたしを捨てられたのか、わたしにはわかりません。」

主は、ささやかれた。
「わたしの大切な子よ。わたしは、あなたを愛している。あなたを決して
捨てたりはしない。ましてや、苦しみや試みの時に。あしあとがひとつだ
ったとき、わたしはあなたを背負って歩いていた。」

むら かみ いっ
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（株）日清製粉グループ本社特別顧問
関西学院大学大学院文学研究科博士課程後期課程在学

久保田　剛史

　フランスでは、1905年に政教分離法が成立して
以来、国家の非宗教性が定められ、公の場に宗教
を持ち込むことが禁じられています。しかしながら、
フランスの歴史をたどってみると、絶対王政の時代
（17・18世紀）にはカトリックが国教であり、国王は教
会と密接に結びつきながら、民衆の生活を統制し
ていました。カトリック教会が政治的影響力を失っ
ていったのは、19世紀後半からのことです。
　そうした歴史をもつフランスでは、今日、人々の宗
教離れがきわめて顕著になっています。2011年の
調査によると、フランスにおける各宗教の割合は、カ
トリックが61％、イスラム教が7％、プロテスタントが
4％ですが、「無宗教」と答えた人々は25％にも達し
ています。ちなみに、1970年ごろの調査では、カト
リックが90％近くを占めていました。1980年代からカ
トリックの割合が減少するにつれ、それに反比例す
るかたちで、「無宗教」と答える人々が増えてきた
のです。
　フランス人の宗教離れの理由としては、さまざま
な要因が考えられます。都市化の進展や教育水
準の向上、メディアによる科学的知識の浸透など
です。さらには、婚姻や家族のあり方が大いに変化
したという点も、宗教離れに拍車をかけた要因で
しょう。
　かつて、フランスの一般的な家庭では、人々は幼
少期から両親とミサに通い、教会の行事や催しを
通して、地域住民との親交を深めていました。つま
り宗教は、親から子へと受け継がれる風習である
だけでなく、地域社会の協調性を保つ存在でも
あったのです。しかし1970年代以降、フランスでは
離婚率が上昇し、個人主義的な風潮も広まってゆ
きました。こうしたなかで、宗教の家庭的意義や社
会的役割も次第に薄れてゆき、多くの人々が宗教
を「個人的な内面の事柄」にすぎないと見なすよう

になったのです。
　とはいえ、カトリックの伝統が強いフランスでは、い
まだにカトリックの風習が人々の日常生活に根づい
ています。たとえば、一般的にフランスで売られてい
るカレンダーでは、カトリック教会が定めた聖人暦に
ならって、祝うべき聖人の名前が日ごとに記されて
います。さらには、フランスの法定祝祭日とされてい
る13日のうち、なんと8日が教会暦の祝日に由来して
います。それらは、復活祭とその翌日、復活祭40日
後に祝う昇天祭、聖霊降臨祭とその翌日、8月15日
の聖母被昇天祭、11月1日の諸聖人の日、そして12
月25日のクリスマスです。政教分離を唱えているは
ずの国で、キリスト教の記念日が祝日になっている
のは奇妙に思われるかもしれません。いずれにせ
よ、これらの貴重な休日を利用して、大半のフランス
人は、家族と旅行に出かけたり、親戚や友人たちと
再会したりして、団らんや親睦を深めるのです。

フランスのキリスト教事情
く ぼ た たけ し

大学　文学部フランス文学科 准教授

日本ルーテル同胞教団

柏グローリーチャペル

● JR常磐線柏駅西口バス停から
　「若柴循環」バス→「香取台」下車、徒歩５分

交通

URL : www.glorychapel.com
〒277-0872　千葉県柏市十余二276-301

柏グローリー
チャペル
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高等部より

女子短大より

大学より

本部より

（宗教主任　相良 昌彦）

（女子短期大学宗教活動センター）

（宗教センター事務室）

（宗教センター事務室）

5/
5/26

9/12

8/ 3

伝道週間

グリーンキャンプ

秋の伝道週間

11/17火　
創立記念礼拝

保護者聖書の集い

高等部PS講堂

高等部PS講堂

具体的な日時は「高等部便り」でお知らせ
致します。

ペンテコステ礼拝

第9回 東日本大震災被災地支援
ボランティア

11/ 月　16 12：35～13：05
女子短期大学礼拝堂

12：35～13：05
女子短期大学礼拝堂

オータム・リトリート

創立記念礼拝
10/ 月　5 12：35～13：05

女子短期大学礼拝堂

神学校日礼拝

156/ 19金

金

月

255/ 月

奥多摩
バイブルシャレー269/ 土 27日

月

月

水5

高等部追分寮/7 22水

高等部PS講堂10/26月　30金

ペンテコステ礼拝

高等部PS講堂225/ 金

ペンテコステ礼拝

清里サマー・カレッジ

創立記念礼拝

青山・相模原

全学院の礼拝として行います。
どうぞご出席ください。

月  青山・相模原

青山・相模原

火 夕礼拝（青山）

チャペル・ウィーク（後期）

10/19月　

11/16

23金

青山・相模原

チャペル・ウィーク（前期）

29金

317/ 8/金 8土

12/16水

土

オール青山ハンドベルコンサート
13：30～15：30
青山学院講堂

11/13金　
学院創立141周年記念礼拝

ガウチャー記念礼拝堂

11/25水　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

11/27金　
クリスマス・ツリー点火祭

青　山
相模原

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

各界で活躍しているクリスチャンの方に
礼拝でお話をしていただきます。

各界で活躍しているクリスチャンの方に
礼拝でお話をしていただきます。
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フィリピの信徒への手紙  
2章1～11節キリストを模範とする

　「神の出家」（『奥村一郎選集』①慈悲と隣
人愛）という言葉に出会いました。広辞苑には、
出家とは「家を捨て仏門に入ること。俗世間を
捨て、仏道修行に入ること。また、その人。僧」と
あり、方向としては人から神、あるいは世から神
と言えそうです。「人が人の世界から出て神へ

向かうのが人間の出家。しかし、『神の出家』
は神が神の世界から出て、人間の中に入った
ということ」。受肉＊は、「神の出家」と言えない
か。フィリピ2章を引用して、このように奥村神父
は説明しています。「神はすべてにまさるいと
高き方でありながら、高い所に留まっておられ
ず、一人の人間（幼子）として生まれ、しかも僕
の姿になり、十字架に釘づけにされて殺される

まで父なる神に従う者となられた…。キリストと
は、この世の中に、そしてこの世のあらゆること
の中に徹底的に入っていく神である」と奥村神
父は受肉された神、キリストを表現します。であ
れば、この神を信じ従うキリスト者も人間の世
界の中に入っていくはずです。しかし、わたした
ちは「世に入る」までもなく既に世にいます。
「地の塩、世の光」であるためにも世にいる必
要があります。しかし、世のものであってはなら
ないということを忘れてはならないと思うので
す。教会もキリスト教学校も、世のものになるこ
となく、必要ある時には世の流れに否を唱える
ことができなくてはなりません。そうすることが
過激な（radical）印象を与えるとしたら、それ
が根（radix）を持つものであるからです。それ
が根本的（radical）な姿勢であるからです。

　テレビで蓮根の収穫の様子を見ました。ひと
りの農夫が胸まである防水服を着て、泥沼のよ
うな蓮池に入り、手を突っ込んで蓮根を引き抜
きます。そして、噴射機のようなホースから出る
高水圧の水で蓮根の泥を洗い流していまし
た。イエスがこの世に来て下さり、泥まみれにな

Special Issue : Welcome to Aoyama Gakuin

ようこそ、青山学院へ

説 教

中等部3年
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高等部3年

荒井　滉平出
会
い
の
持
つ
意
味

　皆さんはこれま
で、どれほどの出会
いを経験してきまし
たか？友人や先生、
先輩や後輩などと
の出会いはもちろ
ん、本や映画、絵画
との出会い等も入
れればその数は数
えきれないでしょう。そんな中で自分の考えや感性、
ひいては自分の人生にまで大きな影響を与えた出
会いは一体どれほどあったでしょうか？
　僕には知り合って１７年になる友人がいます。彼
とは生後９か月の時に保育園で出会いました。その
後お互いの住む場所が変わったりはしたものの、今
でも時々二人でどこかへ遊びに出かけたりしていま
す。ときにはお互いの考えの違いから衝突したこと
もありましたが、今では何かあったときには互いに支
え合える心の拠り所のような存在となっています。僕
が生徒会長に立候補しようと決意したのも、会長や
副会長を経験したことのある彼の後押しがあった
からでした。生後９か月の僕は、彼との出会いがこ
こまで長く続き、これ程人生に大きな影響を与えると
は当然予期していなかったでしょう。僕は敬虔なキ
リスト教徒ではありません。しかし、出会いはあまりに
も運命的で、人間には予知できない神の働きかけ
によって与えられているようにしか思えないのです。
　新学期を迎え、新生活が始まった皆さんには、こ
れから先、新たな出会いがいくつも待っています。
それらの出会いは、いつの日かあなたの人生を大
きく左右するでしょう。しかしそれがいつなのかは予
想できません。出会ったそのときかもしれないし、十
年以上も先の未来かもしれません。ただ、一つ一つ
の出会いはその大小は別として、いずれあなたの
人生に何らかの影響を与え、必ず人生を豊かにし
てくれるはずです。出会いには、この短い文章の中
だけでは語りつくせないほどの価値があります。だ
からこそ、皆さんには与えられた一つ一つの出会
いを大切にしてもらいたいし、自分もそうしたいと思
っています。新たな出会いが待つ今、神から与えら
れたあらゆる出会いと、改めて向き合ってみてはい
かがでしょうか。

　１年生の皆さん、
ご入学後、いかが
お過ごしでしょうか。
　中等部では、毎日
の礼拝を大切にし
ています。これを特
異に感じる方もいら
っしゃるかもしれま
せん。礼拝は、英語
でServiceと言います。奉仕するという意味です
（決して、お昼寝タイムサービスではありませんよ）。
礼拝では、讃美歌を歌い、聖書の御言葉に心を傾
け、神様に感謝の祈りを捧げます。神様、イエス様
と向き合う大切な時間です。
　中等部にはCF（クリスチャン・フェローシップ）とい
う活動もあります。自分の時間や力を他のために使
う奉仕活動です。活動内容は、新学期の前日に登
校し、校内の清掃をしたり、老人ホームへ慰問に出
かけたり、クリスマスページェントの裏方をするなど
いろいろあります。中等部生なら誰でも参加できる
活動ですので、奮ってご参加ください。
　僕が中１の時のある日、中等部に入学するまで
聖書を読んだことがなかった友人が、「イエス様っ
て、よく食事会しているよね。」「イエス様って、よく
『言っておくが、』って言うよね。」と話しかけて来た
時に、僕は、彼が聖書を読み始めたなと、嬉しくなり
ました。
　また、「困った時にしか神様なんて考えない。」と
言っていた友人が、宿題の提出日に持ってきたは
ずの宿題が見当たらず、必死に探して、やっと見つ
かった時に「神様ありがとう ！ 」と叫んだ時も、僕は
非常に嬉しかったことをよく覚えています。
　毎日礼拝を守っていると、自然と僕達はキリスト
教を身近に感じられるようになります。
　毎週水曜日の朝には、祈祷会もあるので是非、
友達を誘って、顔を出しに来てください。イエス様
は、弟子たちの足を洗いました（ヨハネ13:5）。リー
ダーとは、民の上に立つ者を指すのではなく、民の
元に降り、共に上を目指す者のことです。人の足を
洗う者。そういう者になれるよう、共に学んで参りま
しょう。
　ようこそ ！　青山学院中等部へ。

幼稚園教諭

中村 典子神
様
と
共
に

　年少組の子どもたち、
ご家族の皆さま、ご入園
おめでとうございます。
大きい組の子どもたちと
冬に植えたチューリップ
は綺麗に咲き、この素晴
らしい季節に新しい仲
間をお迎えできることを
嬉しく思います。お庭の
池の中では、おたまじゃくしも元気に泳ぎながら皆さん
のことを待っていました。
　幼稚園では、神様への「礼拝」を保育の中心にし、
聖書の御言葉を聞き、讃美歌を歌い、祈る時を大切
にしています。これから幼稚園で神様と出会っていく
子どもたちに、讃美歌に触れ、保育者が祈る姿を見
て、神様の存在を感じていったAくんのお話を紹介し
ます。
　入園後しばらくして、降園前に讃美歌を歌い、お祈
りをしていた年少組。讃美歌は『ちいさいおてて』
（『幼児さんびか』1番）でした。

　最初は保育者が讃美歌を歌う姿、そして祈る姿を
不思議そうに眺めていた子どもたち。「手をこうして組
みあわせてね…」と伝えても、讃美歌をゆっくり歌って
も、子どもたちは保育者をじっと見つめるばかりでし
た。しかし、時が経つにつれ、降園前になると自ら手を
組み合わせ、目を閉じる子どもたちが増えていきまし
た。ある日、突然Aくんから「先生 ！ ちいさいおてて ！ 」
と讃美歌のリクエスト。そして誰よりも先にAくんが祈る
準備をし、「ちいさ～い～おててを～」と口ずさむ姿が
見られるようになりました。またお祈りも「神様にお話す
るんだよね ！ 」と、神様が共にいてくださることを感じ始
めているようでした。
　この他にも、園生活では神様のなさる業や神様の
愛を大きく感じることがあります。季節の移り変わり、実
のなる木（柿・びわ等）の成長や収穫、水・土・砂を存分
に感じ遊ぶこと…そして嬉しい時、困った時、悲しい
時にどんな時でも共にいてくださる神様の存在です。
　神様の愛を感じ、神様に守り導かれ、これからの幼
稚園での毎日を過ごして参りましょう。

初等部2年

ひろかね　まどかよ
う
こ
そ
、し
ょ
と
う
ぶ
へ

　ご入学おめでとうございま
す。
　わたしたち二年生は、一
年生のためにチューリップの
きゅうこんをうえて、みなさん
がくるのをたのしみにしてい
ました。
　一年生のおせわを六年生と二年生のパートナーさん
がしてくれます。パートナーさんは、しょとうぶでのおにいさ
んやおねえさんのような人たちです。いっしょにあそんだ
り、学校のことをいろいろおしえてくれたりします。しょとう
ぶは、もう一つのかぞくみたいです。
　いつもかみさまが見まもってくださり、先生やおともだち
もやさしくしてくれます。わたしもすぐに学校にたのしくかよ
えるようになりました。だからみなさんもあんしんして学校
にきてください。なかよくなれるのをたのしみにしています。

初等部6年
中里 恭子あ

こ
が
れ
か
ら
今
へ

　一年生の時、私は初めて
「パートナーさん」というものを
知った。最上級生の六年生
と一年生。この二人がペアを
組んで、初等部で生活する。
何て素敵な事なんだろうと、
私は思った。朝、学校にくると
教室までパートナーさんが
「一緒に遊ぼう。」
と言いに来てくれる。私がクラスの友達と一緒にいたかっ
たから、その友達のパートナーさんも一緒になり四人で遊
んだ。今ではよく使っている音楽のリコーダーも初めて見
せてくれた。私はそんなパートナーさんが大好きで、あこが
れていた。
　そんなあこがれていたパートナーさんに私もなる時が来
た。今、一年生を迎え、とてもわくわくしている。けれど、私の
パートナーさんはわくわくして一年生と一緒になってはしゃ
いでいたわけではなかったと思う。しっかりと自分のことも
やりながら一年生のことも気にかけ、その場に合った行動
をしていたのだと思う。私も、そんなパートナーさんになり、
一年生が楽しい初等部生活を送れるように支えたい。

女子短期大学 子ども学科2年

能城 明紀子仲
間
と
共
に

　新入生の皆様、
ご入学おめでとう
ございます。ようこ
そ、青山学院女子
短期大学へ。新た
に一緒に学ぶ仲
間が与えられたこ
とを感謝します。新
しい生活には慣れ
たでしょうか？私は短大で自分の興味関心のある
授業を受け、多くの新しい知識が得られ、充実した
日々 を過ごしています。新しい生活のなかでは、た
くさんの人との出会いがあります。私はいつもたくさ
んの仲間に支えられて生活をしていると思います。
短大に入学し、同じ夢や目標を持った多くの仲間
に出会いました。互いに支え合い、語り合いながら
日々 勉学に励んでいます。
  私はキリスト教の家庭で育ったクリスチャンで、神
様の導きの中でこの短大に入学し、今年の春から
宗教活動委員長を務めさせて頂いております。宗
教活動を行う中でも、たくさんの先輩や新たに加わ
った皆様と共に日々 祈りながら、週3回の礼拝、コン
サートや秋に行われるオータムリトリートキャンプな
どを通して、皆様と本当の神様の愛を感じていきた
いと願っています。
  短大へ入学し、はじめてキリスト教に触れる方も
いらっしゃると思いますが、今この場所へ導かれた
ことは決して偶然ではないはずです。新入生の皆
様には、ぜひ積極的に参加して頂き、より豊かな短
大生活を過ごしていただけたらと願っています。
  私にとってこの一年はあっという間で、多くの出会
いを通して仲間がたくさん増えました。授業の中で
お互いの意見やアイディアを共有することで、相手
のことを知ることもできました。どんなに小さな喜び
でも一緒に喜ぶことができる仲間、反対に何か悲
しいことがあったとしても、隣で慰め励ましてくれる
仲間が与えられていることは大きな喜びです。日々
感謝の気持ちでいっぱいです。
　皆様も多くの仲間と出会い、その仲間一人ひと
りを大切にし、互いに支え合い、愛し合いながら
楽しい短大生活を過ごしていただけるよう、心から
祈り願っています。

大学 経営学部4年

左から3人目が筆者

小峰 奏子導
か
れ
る
喜
び

　新入生の
みなさん、ご
入学おめで
とうございま
す。大学生
になった皆
さんは、この
大学４年間の生活に何を期待するでしょうか。ご存
知の通り、青山学院はミッションスクールです。毎日礼
拝が行われ、聖書の授業もあります。私は高校が他
のミッションスクールだったため、高校入学時にとても
驚きを感じました。今までキリスト教に触れたことがな
かったからか、抵抗を感じていました。しかしミッション
スクールであったからこそ、私の人生は大きく変わり
ました。毎日の礼拝、聖書の授業、教会によって私の
中で徐 に々、確実に信仰心が確立していきました。と
は言いつつも、毎日の学校生活の中では、特に神様
を強く意識したことはありませんでした。そんな私に
変化があったのは、いつものように礼拝をしている時
でした。ふと思ったことがあったのです。それは、「今
の私がここにいることも、全て神様のご計画だったの
ではないか」ということでした。第一志望ではなかっ
た高校へ入学したからこそ出会ったキリスト教、そし
て先生方や友人。青山学院大学への推薦入学の
道を与えて下さったのは神様だと素直に思い、初め
て神様を強く感じて、何かが私の中で大きく揺れ動き
ました。そして高校三年生のクリスマスに私は洗礼を
受け、神様を信じる者として歩むことを決めました。
　大学生になり、本当に沢山の恵みを与えられまし
た。同世代のクリスチャンの仲間と出会い、誰かのた
めに祈ること、そして自分のために祈ってくれる仲間
がいることを覚えました。青山学院でクリスチャンの
学生として与えられる奉仕の一つ一つにより、私の
信仰心は更に熱くなり、大きく育まれました。私は現
在留学中ですが、決心するにあたって背中を押して
下さったのも神様でした。留学も全て導きであり、恵
みとなって今に繋がっていると感じられることが嬉し
く、神様に感謝しています。
　これからの大学４年間、色 な々ことに挑戦し、全力
で走って下さい。青山学院という神様が用意して下さ
った最高の学び舎をフィールドとして、神様に感謝し
つつ、有意義な時を過ごせることをお祈りしています。

りながら人を泥沼（罪）から引き出してくださり、
水で清めて下さった（洗礼）。回心とか救いと
言われる出来事はこのように譬えられるかもし
れないと、それを見ながら思いました。前述の
書には「泥の中に入っていって、自分も泥に
なってしまうのではなく、泥の中に入っていっ
て、その泥を『光る泥に変えていく力』をもって
いなければならない。そのためには、『この世の
ものでない』という性格をもっていなければなら
ない。すなわち、キリストは『この世にありなが
ら、この世のものではない』、つまり『この世を超
えたもの』である」とあります。泥は汚い、しかし
泥の中には蓮根を成長させる栄養素も含まれ
ています。泥の中に生きている人間が泥になっ
てしまうのではなく、泥の中にある栄養分を得
て成長し、人に食され、人を養うようになるには
何が必要でしょうか。それは「この世を超えたも
の、光る泥に変えていく力」を持つ方 ― キリス
ト ― とどう関わるかではないでしょうか。

　初代教会の信仰箇条として唱えられた大切
な箇所であり、キリスト教の本質を問うて議論さ
れたこの箇所が勧めることは何だったのでしょ

出会いと発見の喜びに満ちて始まった、学院生活。
各部の方に、新しい仲間に向けた言葉をいただきました。特集

うか。「この世を超えたもの」をさえ含んでいる
その勧めとは…。それは、「何事も利己心や虚
栄心からするのではなく、へりくだって、互いに
相手を自分よりも優れた者と考え、めいめい自
分のことだけでなく、他人のことにも注意を払
いなさい。互いにこのことを心がけなさい。」（3
～4節）でした。あまりにも人間的で現実的すぎ
て、拍子抜けするかもしれません。それ程に、こ
と改めてそう言わねばならない程に、人間は利
己心や虚栄心が強く、謙遜になることも、相手
を認めることもできず、他人のことに注意を払え
ないということなのでしょう。わたしたちが日頃、
葛藤していることと同じです。そうであるからこ
そ、「幾らかでも、…あるなら」とパウロは、人  々
―葛藤― の中に「キリストによる励まし、愛の
慰め、霊による交わり、慈しみや憐れみの心」
があることを確信します。フィリピの教会にはこ
れらの徳と言えるものがあまりなかった、でも少
しはあった。これが教会の実情ではなかった
のでしょうか。しかし、「少しでもあるなら、少し
でもよいから、そこから始めよう」というのが著
者パウロの切実な思いだったのかもしれませ
ん。
　この世を超越しておられる神であるにもか中等部宗教主任

西田 恵一郎

神の出家

蓮根の収穫から

フィリピの人々への勧め

＊受肉 ： 本質的に目に見えない神が、イエス・キリスト
　　　　という形を取って神を人間に示された。

八木重吉

むらなか

なか

おか しん の すけ あら の しろ こ こ こみねき かなあい こう へい

さと きょう こ

のり こ

にし だ けい いち ろう

ちいさいおててをくみあわせ　こうしておいのり
  いたしましょう　かみさまよいこにしてください

かわらず、泥の中に飛び込んできて下さり、わ
たしたちを救ってくださった神。この方とどのよ
うに関わるか…。この方を信頼し、愛し、模範と
する生き方を通して神は「幾らか」（1節）のも
のを「父である神をたたえる」（11節）結果へと
変えてくださるのではないでしょうか。毎日の生
活の中で、人に対し、自分に対し、偽りに生きて
いる苦しさを知っているわたしたち、
　　「いつわりにいくるくるしさ
　　　　神のごとくいくることはできぬか」　

　神であり人であるキリストに倣って生きる道
に答があるのではないでしょうか。


